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この文章は大会の競技に関する事項についてまとめたものであり、大会の開始に先立って出

場する各チームに大会事務局を通じて配布される。 

 出場するチーム、コーチはこの文章を事前に読んで理解し、大会当日に持参することとする

（ＪＣＡ競技規則 2018.11 版（桃色版）・2019.10 改正の解説（JCA ホームページ参照））。特

に必要があると認めた場合には、大会中に追加通知（大会本部に掲示）を行う場合があります。 

 

                           審判長 青 木 伸 生 

 

カーリング精神 

 

カーリングは技術と伝統のゲームです。技を尽くして決められるショットは見る喜びです。また、ゲー

ムの神髄に通ずるカーリングの古くからの伝統を見守るのはすばらしいことです。カーラーは勝つため

にプレーしますが、決して相手を見くだしたりしません。真のカーラーは、不当に勝つのであればむし

ろ負ける方を選びます。立派なカーラーは、相手の気を散らしたり、相手がベストを尽くそうとするのを

決して妨げたりしません。 

カーラーは、ゲームの規則やその伝統を決して故意に破りません。しかし、彼が不注意にも規則や

伝統を汚し、それに気づいた時は、彼は違反を真っ先に申し出ます。 

 カーリングゲームの主な目的が、競技者の技術の粋を競うことである一方、ゲームの精神は立派なス

ポーツマンシップ、思いやりの気持ちと尊敬すべき行為を求めています。 

この精神は、アイスに乗っているいないに関わらず、競技規則の解釈や適用に生かされるべきであ

るだけでなく、全ての参加者の振舞いにも生かされるべきものです。 

 

 

 



 

1. 大会競技規則 

 ＪＣＡ競技規則 2018.11 版（桃色版）・2019.10 改正の解説（JCA ホームページ参照）、お

よび本文書に定めた規則に則る。 

 

2. 競技方法等 

 １）予選は、４及び５チームよるリーグ戦とする。 

 ２）決勝は、各リーグ１位及び２位チームによるトーナメント方式とする。 

 ３）予選リーグの順位は、ポイント（勝３、引分１、敗０）による。 

 ４）予選リーグにおいて同ポイントになった場合、 

  ・２チームが同点になった場合、直接対決で勝ったチームを上位とする。引分の場合は 

   DSC の結果で距離の短い方を上位とするが、DSC でも同距離になった場合はトスで 

   勝った方を上位とする。 

  ・３チーム或は４チームが同点になった場合、DSC の結果で距離が短いチームを上位 

   とするが、DSC でも同距離になった場合はトスで勝った方を上位とする。 

 ５）各試合は予選リーグ・決勝トーナメントともに６エンド或は９０分とする。 

   決勝トーナメントの最終エンドで同点の場合はエキストラエンドを行う。 

  

3. ストーンの割り当て 

 １）４チームブロックの第１及び第２試合のみ、試合前のトスによって先練後練を選択する。 

 ２）１）以外の試合については、スケジュール表の左側に記載されたチームがストーン 

   RED を使用し先練とする。 

 

4. 試合前練習 

 １）試合前練習は４分間とし、練習終了後直ちにＬＳＤを行う。 

 ２）先に練習をするチームが試合開始１０分前より開始するが、早めに開始する場合があ 

   るので、遅くとも１５分前には練習ができるよう準備をしてください。 

 

5. 計時 

 １）各試合は一斉スタートとし、アリーナ内の計時盤を作動させる。試合終了１０前にコ 

   ールを行うので、そのエンドで終了すること。 

 ２）エンドの成立とは、先攻チームの第１投球がＴラインを越えた時点をいう。 

 

6. 服装 

 JCA 競技者ユニフォーム規定（2018 年 10 月改訂版）に合致した統一されたユニフォームを

着用することが望ましい。統一されたユニフォームの着用が困難な場合はカーリングにふさわ

しい服装であれば認める。 

 

7. 試合スケジュール 

 事前に大会事務局よりチーム代表者へ配布されているとおりで、変更があれば随時通知を行

う。 

 

8. ラインナップカード 

 オリジナルラインナップカードは第 1試合開始３０分前に審判長に提出すること。オリジナ

ルラインナップカードの登録選手は４名以上とすること。 



オリジナルラインナップカードに記載された投球順やポジションに変更がある場合は、試合

開始３０分前までに変更用ラインナップカードを大会本部に提出すること。 

 

9. 計測 

 全ての計測は審判が行う。エンドの終了時に計測の要求があった場合、選手は計測に関係の

ない全てのストーンを取り除き、ホッグラインかハックの後ろまで離れて審判のために場所を

空けること。計測の時にハウスを任されていた者は計測に立ち会っても良いが、計測に影響を

及ぼさず計測を妨げない位置にいること。審判は計測後ストーンを動かさずに、一番近いスト

ーンを指示する。いずれかのチームは、再計測の要求をする権利を有する。 

 

10. ホッグライン 

 今大会においてホッグライン審判員は配置しない。 

 

11. 得点 

そのエンドの得点が合意されたら、ハウスを任されているプレーヤーはスコアボードにでき

るだけ早く点数を掲示すること。 

試合が終了した時、チームのスキップはスコアーカードにサイン、その際、各エンドの得点、

合計点数等、記載事項に間違いがないか確認すること。 

 

12. 試合終了後  

 勝ったチームはモップがけ・掃除を行い、負けたチームはスコアーカードとオーダー表 

を大会本部に提出すること。 

 

13. 喫煙 

 競技施設内は禁煙とする。 

 

14. 携帯電話 

 競技領域に入る前に携帯電話の着信音は切っておくこと。 

 

15. 整理整頓 

 競技領域は常に整理整頓しておき、ごみは全て持ち帰ること。 

 

16. 報道  

カーリングを行なうには報道機関の支援が必要です。したがって、全ての選手、コーチ、チ

ーム関係者は報道関係者の常識的な要求には協力をお願いします。何か問題がある場合には、

審判長もしくは副審判長に連絡して下さい。 

 

17. その他 

（a）プログラムに記載されている試合時間は、あくまでも予定時間です。試合経過により変

更になる場合や、試合が行われるシートが変更となる場合もありますのでご了承願います。 

（b）試合が続行されている場合であっても、試合が終了したシートから製氷作業を行う場合

がありますのでご了承願います。 


